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政
治

・
経

済

―
	2

5	
―

問
３

　
下

線
部
Ｃ

に
関

連
し

た
記

述
（
あ
）（
い
）
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

（
あ
）

近
現

代
に

お
け

る
国

民
主

権
と

は
、

種
々

の
自

然
権

を
守

る
た

め
に

社
会

の
構

成
員

で
あ

る
国

民
が

契
約

を
結

ん
で

国
家

を
つ

く
っ

た
の

で
あ

り
、

国
家

権
力

の
源

泉
は

国
民

に
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

考
え

方
で

あ
る

。
（
い
）

主
権

と
は

国
の

政
治

の
あ

り
方

を
最

終
的

に
決

定
す

る
権

利
で

あ
り

、
日

本
国

憲
法

の
前

文
で

は
「

国
政

は
、

国
民

の
厳

粛
な

信
託

に
よ

る
も

の
で

あ
つ

て
、そ

の
権

威
は

国
民

に
由

来
」

と
記

し
て

、国
民

主
権

を
宣

言
し

て
い

る
。

ａ
	（
あ
）

も
（
い
）

も
正

し
い

ｂ
	（
あ
）

は
正

し
く

、（
い
）

は
誤

り
ｃ

	（
あ
）

は
誤

り
で

、（
い
）

は
正

し
い

ｄ
	（
あ
）

も
（
い
）

も
誤

り

問
４

　
下

線
部
Ｄ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

権
力

分
立

は
、

国
家

権
力

を
集

中
せ

ず
、

分
離

し
、

異
な

る
機

関
に

担
当

さ
せ

、
相

互
の

抑
制

均
衡

を
は

か
る

制
度

で
あ

り
、

そ
れ

は
国

民
の

政
治

参
加

を
促

す
民

主
主

義
に

基
づ

く
制

度
で

あ
る

。
ｂ

	
第

二
次

世
界

大
戦

前
の

日
本

で
も

制
度

の
上

で
は

権
力

分
立

制
が

と
ら

れ
て

お
り

、
ま

た
憲

法
の

規
定

に
よ

り
天

皇
が

統
治

権
を

総
攬

す
る

形
態

を
採

用
し

て
い

た
。

ｃ
	

ア
メ

リ
カ

で
は

、
権

力
分

立
が

厳
格

に
貫

か
れ

て
い

て
、

大
統

領
は

議
会

に
法

律
案

を
提

出
す

る
こ

と
も

、
議

会
の

可
決

し
た

法
律

案
を

拒
否

す
る

こ
と

も
で

き
な

い
。

ｄ
	

現
在

の
中

国
で

は
，

中
国

人
民

政
治

協
商

会
議

（
立

法
府

），
国

務
院

（
行

政
府

），
最

高
人

民
法

院
（

司
法

府
）

の
三

権
分

立
が

確
立

し
て

い
る

。

問
５

　
下

線
部
Ｅ

に
よ

る
影

響
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

一
票

の
格

差
が

生
じ

る
ｂ

	
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

選
挙

運
動

が
解

禁
さ

れ
る

ｃ
	

高
齢

者
向

け
の

施
策

が
優

先
さ

れ
る

ｄ
	

年
金

給
付

額
の

切
り

下
げ

が
行

わ
れ

る
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Ⅰ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
１

〜
問
５

）
に

答
え

よ
。

　
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
（

民
主

主
義

）
は

、デ
ー

モ
ス

（
民

衆
）

と
ク

ラ
ト

ス
（

権
力

や
支

配
）

と
い

う
ギ

リ
シ

ャ
語

を
語

源
と

し
、

民
衆

に
よ

る
支

配
を

表
し

て
い

る
。

政
治

と
は

、
様

々
な

個
人

や
集

団
か

ら
構

成
さ

れ
る

社
会

の
中

で
考

え
方

や
利

害
の

対
立

が
生

じ
る

場
合

に
、

そ
の

調
整

や
紛

争
解

決
を

図
る

こ
と

を
指

す
。

こ
う

し
て

民
主

主
義

に
も

と
づ

く
政

治
で

あ
る

民
主

政
治

が
あ

ら
わ

れ
る

の
で

あ
る

。
　

民
主

政
治

は
、

17
〜

18
世

紀
に

か
け

、
イ

ギ
リ

ス
の

清
教

徒
革

命
や

名
誉

革
命

、
フ

ラ
ン

ス
革

命
な

ど
の

市
民

革
命

に
よ

り
進

展
し

た
。

革
命

直
前

の
西

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
は

王
権

神
授

説
の

正
当

化
す

る
絶

対
王

政
が

し
か

れ
て

い
た

。
Ａ
社

会
契

約
説

が
こ

れ
を

否
定

し
た

こ
と

や
法

の
支

配
が

確
立

し
た

こ
と

に
よ

り
、絶

対
王

政
の

も
と

で
力

を
つ

け
て

き
た
Ｂ
新

興
市

民
階

級
が

、
自

由
や

平
等

、
政

治
へ

の
参

加
な

ど
を

要
求

し
市

民
革

命
を

起
こ

し
た

の
で

あ
る

。
市

民
革

命
の

後
、

民
主

政
治

を
維

持
す

る
た

め
に

、
Ｃ
国

民
主

権
の

考
え

方
や
Ｄ
権

力
の

分
立

が
確

立
し

て
い

っ
た

。
　

民
主

政
治

で
は

政
治

的
意

思
決

定
は

多
数

決
で

行
わ

れ
る

が
、

問
題

が
生

じ
る

こ
と

も
あ

る
。

例
え

ば
近

年
の

日
本

で
は

、
高

齢
化

の
進

展
に

よ
り

有
権

者
に

占
め

る
高

齢
者

比
率

が
上

昇
し

て
い

る
が

、
若

年
層

有
権

者
の

投
票

率
が

低
い

こ
と

と
相

俟
っ

て
、
Ｅ
シ

ル
バ

ー
民

主
主

義
の

蔓
延

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。

問
１
　

下
線

部
Ａ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

社
会

契
約

説
の

代
表

的
思

想
家

で
あ

る
ホ

ッ
ブ

ズ
は

、
人

民
主

権
に

も
と

づ
く

直
接

民
主

制
を

主
張

し
て

、
市

民
革

命
に

よ
る

民
主

政
治

の
誕

生
に

影
響

を
与

え
た

。
ｂ

	
社

会
契

約
説

は
、

神
が

人
間

個
々

に
対

し
て

自
由

・
平

等
な

暮
ら

し
を

す
る

権
利

を
与

え
た

と
す

る
自

然
権

の
思

想
に

も
と

づ
い

て
い

る
。

ｃ
	

法
の

支
配

と
は

権
力

を
法

で
拘

束
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

個
人

の
権

利
・

自
由

を
守

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
原

理
で

あ
り

、
立

法
府

の
役

割
が

重
視

さ
れ

る
。

ｄ
	

イ
ギ

リ
ス

や
ド

イ
ツ

な
ど

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
中

世
よ

り
法

の
支

配
の

伝
統

が
積

み
重

ね
ら

れ
て

確
立

し
、

ア
メ

リ
カ

で
は

成
文

法
の

遵
守

を
強

調
す

る
法

治
主

義
が

発
展

し
た

。

問
２

　
下

線
部
Ｂ

の
呼

称
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

ｂ
	

シ
ビ

リ
ア

ン
ｃ

	
ブ

ル
ジ

ョ
ア

ジ
ー

ｄ
	

プ
ロ

レ
タ

リ
ア

ー
ト
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２
０
２
２
年
度
入
学
試
験
問
題

政
治
・
経
済

―
	2

7	
―

問
８

　
下

線
部
Ｈ

の
政

策
に

最
も
当
て
は
ま
ら
な
い

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

政
府

が
減

税
を

行
う

ｂ
	

政
府

が
公

共
投

資
を

行
う

ｃ
	

中
央

銀
行

が
金

利
を

下
げ

る
ｄ

	
中

央
銀

行
が

市
中

銀
行

に
国

債
を

売
却

す
る

問
９

　
空

欄
	

Ｉ
	に

入
る

語
句

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

国
債

の
デ

フ
ォ

ル
ト

ｂ
	

ス
タ

グ
フ

レ
ー

シ
ョ

ン
ｃ

	
双

子
の

赤
字

ｄ
	

リ
ー

マ
ン

・
シ

ョ
ッ

ク

問
10

　
下

線
部
Ｊ

に
則

っ
た

政
策

と
そ

の
為

政
者

の
組

合
せ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
　

偉
大

な
社

会
　

　
　

　
　

－
　

リ
ン

ド
ン

・
ジ

ョ
ン

ソ
ン

ｂ
　

ニ
ュ

ー
デ

ィ
ー

ル
　

　
　

－
　

フ
ラ

ン
ク

リ
ン

・
ル

ー
ズ

ベ
ル

ト
ｃ

　
ニ

ュ
ー

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

　
－

　
ジ

ョ
ン

・
F・

ケ
ネ

デ
ィ

ｄ
　

レ
ー

ガ
ノ

ミ
ク

ス
　

　
　

－
　

ロ
ナ

ル
ド

・
レ

ー
ガ

ン
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Ⅱ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
６

〜
問
10

）
に

答
え

よ
。

　
生

産
要

素
の

私
有

の
も

と
で

資
源

配
分

を
市

場
に

委
ね

る
資

本
主

義
経

済
は

、
ア

ダ
ム

・
ス

ミ
ス

に
よ

り
体

系
化

さ
れ

た
。

ス
ミ

ス
は

主
著

『
国

富
論

』
で

、
自

由
な

競
争

こ
そ

が
調

和
の

と
れ

た
経

済
社

会
を

も
た

ら
し

、
市

場
原

理
に

任
せ

れ
ば

「
	

Ｆ
	」

に
導

か
れ

て
う

ま
く

い
く

と
説

い
た

。
19

世
紀

に
入

り
、

景
気

変
動

や
貧

富
の

差
、

階
級

対
立

等
の

資
本

主
義

経
済

の
矛

盾
が

目
立

つ
よ

う
に

な
る

と
、

こ
れ

を
克

服
す

る
経

済
と

し
て

、
Ｇ
社

会
主

義
経

済
が

カ
ー

ル
・

マ
ル

ク
ス

に
よ

り
理

論
的

に
体

系
化

さ
れ

た
。

社
会

主
義

経
済

は
生

産
手

段
の

公
有

化
と

計
画

経
済

を
基

本
的

原
理

と
し

て
お

り
、

20
世

紀
に

入
り

ロ
シ

ア
革

命
で

社
会

主
義

経
済

を
原

則
と

す
る

国
家

が
成

立
し

た
。

し
か

し
、

計
画

経
済

は
経

済
活

動
へ

の
有

効
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

な
ど

様
々

な
要

因
に

よ
り

行
き

詰
ま

り
を

見
せ

、
社

会
主

義
国

の
一

部
で

は
19

90
年

代
に

部
分

的
な

市
場

経
済

の
導

入
を

行
っ

た
。

　
資

本
主

義
経

済
を

採
用

し
て

い
た

国
々

も
19

世
紀

か
ら

顕
著

に
な

っ
て

い
た

前
述

の
諸

矛
盾

を
克

服
す

る
た

め
、

市
場

経
済

の
放

任
を

改
め

た
。

た
と

え
ば

ケ
イ

ン
ズ

は
、
Ｈ
有

効
需

要
の

増
大

を
目

指
し

計
画

的
要

素
を

取
り

入
れ

た
政

策
を

行
い

経
済

を
運

営
す

べ
き

で
あ

る
と

の
理

論
を

提
唱

し
た

。
こ

の
考

え
方

は
修

正
資

本
主

義
と

よ
ば

れ
、

第
二

次
世

界
大

戦
後

に
多

く
の

資
本

主
義

国
で

採
用

さ
れ

た
。

こ
の

政
策

は
19

60
年

代
ま

で
は

有
効

に
機

能
し

資
本

主
義

経
済

は
安

定
し

て
発

展
し

た
。

し
か

し
、

19
70

年
代

の
オ

イ
ル

シ
ョ

ッ
ク

を
機

に
「

	
Ｉ

	」
が

発
生

、
政

府
の

役
割

が
大

き
く

な
り

過
ぎ

経
済

の
効

率
性

を
阻

害
す

る
と

い
う

批
判

を
受

け
た

。
そ

し
て

、
フ

リ
ー

ド
マ

ン
は

個
人

の
自

由
な

活
動

を
重

視
し

た
経

済
体

制
に

戻
る

べ
き

と
い

う
Ｊ
新

自
由

主
義

を
主

張
し

た
。

問
６

　
空

欄
	

Ｆ
	に

入
る

語
句

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

営
利

企
業

ｂ
	

規
模

の
経

済
ｃ

	
見

え
ざ

る
手

ｄ
	

夜
警

国
家

問
７

　
下

線
部
Ｇ

に
関

連
し

た
記

述
（
う
）（
え
）
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

（
う
）

社
会

主
義

に
お

け
る

計
画

経
済

と
は

、
市

場
原

理
す

な
わ

ち
自

由
競

争
を

認
め

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
代

わ
っ

て
中

央
政

府
の

計
画

と
指

令
に

基
づ

い
て

経
済

活
動

が
行

わ
れ

る
。

（
え
）

中
国

で
は

社
会

主
義

を
放

棄
し

市
場

経
済

の
仕

組
み

を
導

入
す

る
改

革
開

放
政

策
が

と
ら

れ
、

の
ち

に
ベ

ト
ナ

ム
政

府
が

ド
イ

モ
イ

（
刷

新
）

と
称

し
て

同
様

の
政

策
を

導
入

し
た

。

ａ
	（
う
）

も
（
え
）

も
正

し
い

ｂ
	（
う
）

は
正

し
く

、（
え
）

は
誤

り
ｃ

	（
う
）

は
誤

り
で

、（
え
）

は
正

し
い

ｄ
	（
う
）

も
（
え
）

も
誤

り
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問
13

　
空

欄
	

Ｍ
	に

入
る

語
句

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

格
差

社
会

ｂ
	

ガ
ラ

パ
ゴ

ス
ｃ

	
ケ

イ
レ

ツ
ｄ

	
二

重
構

造

問
14

　
下

線
部
Ｎ

の
特

質
に

関
連

し
た

記
述

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

長
期

雇
用

を
前

提
と

し
た

年
功

的
人

事
シ

ス
テ

ム
で

あ
っ

て
、

高
度

経
済

成
長

期
に

お
い

て
は

合
理

的
に

機
能

し
て

き
た

。
ｂ

	
働

き
た

い
と

思
う

限
り

に
お

い
て

、
労

働
者

の
年

齢
に

か
か

わ
り

な
く

継
続

的
に

雇
用

す
る

終
身

雇
用

が
慣

行
と

な
っ

た
。

ｃ
	

個
人

の
年

々
の

労
働

成
果

に
対

応
す

る
形

で
賃

金
が

変
動

す
る

、
年

功
序

列
型

賃
金

が
採

用
さ

れ
た

。
ｄ

	
企

業
別

や
職

業
別

の
労

働
組

合
で

は
な

く
、

産
業

別
労

働
組

合
が

労
使

交
渉

の
中

心
と

な
っ

た
。

問
15

　
下

線
部
O

に
関

連
し

た
記

述（
お
）（
か
）
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

（
お
）

19
63

年
の

制
定

時
は

、
中

小
企

業
は

「
過

小
過

多
（

企
業

規
模

が
小

さ
く

、
企

業
数

が
多

す
ぎ

る
）」

と
認

識
さ

れ
て

お
り

、
中

小
企

業
同

士
の

合
併

に
よ

る
企

業
数

減
と

企
業

規
模

拡
大

を
目

標
と

し
て

い
た

。
（
か
）

19
99

年
の

改
正

で
、

主
な

政
策

目
標

が
、

大
企

業
と

の
格

差
是

正
か

ら
中

小
企

業
の

多
様

で
活

力
あ

る
成

長
発

展
へ

と
変

更
さ

れ
た

。

ａ
	（
お
）

も
（
か
）

も
正

し
い

ｂ
	（
お
）

は
正

し
く

、（
か
）

は
誤

り
ｃ

	（
お
）

は
誤

り
で

、（
か
）

は
正

し
い

ｄ
	（
お
）

も
（
か
）

も
誤

り
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Ⅲ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
11

〜
問
15

）
に

答
え

よ
。

　
労

働
者

と
使

用
者

の
間

で
は

、
賃

金
や

労
働

時
間

な
ど

を
め

ぐ
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

労
働

問
題

が
起

こ
る

。
労

働
者

と
使

用
者

は
自

由
意

思
で

対
等

に
契

約
を

結
ぶ

が
、
雇

わ
れ

る
方

の
労

働
者

の
立

場
は

弱
く

、
過

重
な

労
働

を
強

い
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

そ
こ

で
産

業
革

命
以

来
、

労
働

者
は

労
働

運
動

な
ど

を
通

じ
て

権
利

を
獲

得
し

、
労

働
環

境
を

改
善

し
て

き
た

。
労

働
者

の
権

利
で

あ
る

、
団

結
権

、
団

体
交

渉
権

、
団

体
行

動
権

（
争

議
権

）
は

労
働

三
権

と
呼

ば
れ

、
日

本
で

は
日

本
国

憲
法

の
な

か
で

そ
の

権
利

が
保

障
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
こ

う
し

た
権

利
を

保
障

し
労

働
者

を
守

る
た

め
の

法
律

と
し

て
、
Ｋ
労

働
三

法
と

よ
ば

れ
る

３
つ

の
法

律
が

あ
る

。
　

労
働

の
場

と
し

て
の

企
業

に
は

、
大

別
し

て
大

企
業

と
Ｌ
中

小
企

業
が

あ
る

。
一

般
的

に
日

本
で

は
、

中
小

企
業

は
大

企
業

に
比

べ
て

資
本

力
が

な
く

、
生

産
性

、
技

術
力

、
賃

金
水

準
も

低
い

な
ど

の
違

い
が

あ
る

。
こ

の
違

い
は

、「
	

Ｍ
	」

問
題

と
し

て
日

本
経

済
の

特
徴

と
さ

れ
て

き
た

。
ま

た
、中

小
企

業
は

大
企

業
の

下
請

け
を

も
っ

ぱ
ら

と
し

て
い

た
。

こ
れ

は
、

大
企

業
が

設
備

資
本

や
在

庫
投

資
を

節
約

し
、

中
小

企
業

と
の

賃
金

格
差

を
利

用
し

て
、

コ
ス

ト
を

引
き

下
げ

る
た

め
に

お
こ

な
わ

れ
て

き
た

も
の

で
あ

り
、

不
況

時
に

は
下

請
け

に
し

わ
寄

せ
を

し
て

企
業

の
安

全
を

保
持

し
て

き
た

。
こ

う
し

て
大

企
業

は
、
Ｎ
日

本
的

経
営

を
維

持
し

、
人

材
を

確
保

し
て

き
た

。「
	

Ｍ
	」

問
題

の
解

消
に

向
け

て
19

63
年

に
Ｏ
中

小
企

業
基

本
法

が
制

定
さ

れ
た

。
そ

の
後

の
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

を
う

け
て

19
99

年
に

同
法

は
改

正
さ

れ
、

さ
ら

に
20

13
年

に
は

再
度

改
正

さ
れ

て
「

小
規

模
企

業
に

対
す

る
中

小
企

業
施

策
の

方
針

」
が

位
置

付
け

ら
れ

た
。

問
11

　
下

線
部
Ｋ

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
、

労
働

基
準

法
、

労
働

組
合

法
ｂ

	
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

、
労

働
関

係
調

整
法

、
労

働
基

準
法

ｃ
	

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
、

労
働

関
係

調
整

法
、

労
働

組
合

法
ｄ

	
労

働
関

係
調

整
法

、
労

働
基

準
法

、
労

働
組

合
法

問
12

　
下

線
部
Ｌ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

中
小

企
業

基
本

法
は

、
中

小
企

業
者

の
範

囲
を

、
業

種
別

に
「

資
本

金
の

額
又

は
出

資
の

総
額

」
並

び
に

「
常

時
使

用
す

る
従

業
員

の
数

」
に

よ
っ

て
定

義
し

て
お

り
、

こ
の

両
方

の
基

準
を

満
た

す
必

要
が

あ
る

。
ｂ

	
中

小
企

業
の

中
に

は
、

高
い

技
術

力
で

新
た

な
市

場
を

切
り

開
い

て
い

る
も

の
も

あ
れ

ば
、

身
近

な
商

店
街

の
個

人
商

店
も

あ
る

。
ｃ

	
中

小
企

業
の

企
業

数
が

全
体

に
占

め
る

割
合

は
大

企
業

よ
り

大
き

く
、

従
業

員
数

が
全

体
に

占
め

る
割

合
は

大
企

業
よ

り
小

さ
い

。
ｄ

	
中

小
企

業
の

資
本

装
備

率
（

労
働

者
一

人
当

た
り

の
資

本
装

備
額

）
は

、大
企

業
の

資
本

装
備

率
を

上
回

っ
て

い
る

。
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験
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問
18

　
下

線
部
Ｒ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
　

日
本

で
は

少
子

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
が

、
一

人
っ

子
政

策
を

掲
げ

た
中

国
で

は
高

齢
化

は
起

き
て

い
な

い
。

ｂ
　

福
祉

国
家

の
実

現
の

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
高

齢
者

で
あ

っ
て

も
専

門
施

設
で

手
厚

い
看

護
・

介
護

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
が

広
が

っ
て

い
る

。
ｃ

　
日

本
の

介
護

保
険

制
度

は
、

保
険

料
を

40
歳

以
上

の
全

国
民

が
負

担
し

、
介

護
が

必
要

に
な

っ
て

要
介

護
認

定
さ

れ
る

と
、

原
則

と
し

て
か

か
っ

た
費

用
の

１
割

を
利

用
者

が
負

担
し

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

社
会

保
険

で
あ

る
。

ｄ
　

年
金

の
受

給
開

始
年

齢
引

き
上

げ
に

伴
い

、
定

年
後

に
希

望
す

る
高

齢
者

の
雇

用
対

策
が

日
本

の
急

務
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

が
、

60
歳

の
定

年
後

に
お

け
る

再
雇

用
は

ほ
と

ん
ど

進
ん

で
お

ら
ず

、
法

律
も

整
っ

て
い

な
い

。

問
19

　
下

線
部
Ｓ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
　

20
19

年
現

在
の

日
本

で
働

く
外

国
人

労
働

者
を

出
身

国
で

み
る

と
、

多
い

方
か

ら
、

米
国

、
中

国
、

ベ
ト

ナ
ム

、
の

順
に

な
っ

て
い

る
。

ｂ
　

日
本

で
は

、
20

17
年

以
前

に
工

事
現

場
や

工
場

な
ど

で
働

く
外

国
人

は
全

員
が

不
法

就
労

者
で

あ
っ

た
が

、
20

18
年

の
出

入
国

管
理

法
の

改
正

に
よ

り
是

正
さ

れ
た

。
ｃ

　
外

国
人

労
働

者
は

日
本

の
労

働
基

準
関

連
法

令
の

対
象

外
で

あ
る

た
め

、
受

け
入

れ
企

業
に

よ
る

人
権

侵
害

や
労

働
環

境
と

い
っ

た
問

題
の

発
生

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
ｄ

　
外

国
人

労
働

者
の

技
能

実
習

制
度

と
は

、
開

発
途

上
国

の
人

材
に

、
母

国
で

は
習

得
困

難
な

技
能

を
日

本
の

企
業

で
習

得
し

て
も

ら
う

た
め

の
制

度
で

あ
る

。

問
20

　
下

線
部
Ｔ

の
通

称
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
　

ア
ベ

ノ
ミ

ク
ス

ｂ
　

三
本

の
矢

ｃ
　

骨
太

の
方

針
ｄ

　
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
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Ⅳ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
16

〜
問
20

）
に

答
え

よ
。

　
日

本
の

人
口

は
明

治
維

新
以

来
順

調
に

増
加

を
続

け
、

19
66

年
に

１
億

人
を

突
破

し
た

。
以

降
も

人
口

増
加

は
続

い
た

が
、

経
済

が
成

長
し

人
々

の
生

活
が

豊
か

に
な

る
と
Ｐ
合

計
特

殊
出

生
率

が
低

下
し

た
。

日
本

の
人

口
は

20
08

年
の

１
億

2,8
08

万
人

を
ピ

ー
ク

に
減

少
に

転
じ

、
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
は

20
49

年
に

１
億

人
を

割
り

込
む

と
推

計
し

て
い

る
。

人
口

減
少

は
、

国
内

の
需

要
減

少
や

労
働

力
不

足
に

つ
な

が
り

、
経

済
成

長
を

鈍
ら

せ
る

要
因

と
な

る
。

　
一

方
で

、
生

活
水

準
の

向
上

、
医

療
技

術
の

進
歩

、
社

会
保

障
制

度
の

整
備

な
ど

に
よ

り
平

均
寿

命
は

延
び

、
高

齢
化

が
進

行
し

て
い

っ
た

。
日

本
の

生
産

年
齢

人
口

（
15

歳
〜

64
歳

）
が

19
95

年
を

ピ
ー

ク
に

減
少

し
て

い
る

の
に

対
し

て
高

齢
者

は
年

々
増

加
し

、
20

25
年

に
は

第
一

次
ベ

ビ
ー

ブ
ー

ム
で

生
ま

れ
た

「
	

Q
	」

が
全

員
75

歳
以

上
の

後
期

高
齢

者
と

な
る

。
後

期
高

齢
者

は
、

医
療

費
や

介
護

費
用

が
他

の
世

代
よ

り
も

多
く

必
要

と
な

る
傾

向
が

あ
り

、
社

会
保

障
関

係
費

の
支

出
額

が
急

増
す

る
と

言
わ

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
に
Ｒ
少

子
高

齢
化

社
会

の
到

来
は

、
様

々
な

問
題

を
引

き
起

こ
し

て
い

る
。

　
人

口
減

少
が

続
く

日
本

で
は

、
労

働
力

を
い

か
に

確
保

し
て

い
く

か
が

緊
急

の
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

女
性

や
高

齢
者

の
さ

ら
な

る
活

躍
や

情
報

技
術

の
応

用
が

急
が

れ
て

い
る

。
ま

た
そ

こ
に

特
筆

す
べ

き
な

の
が
Ｓ
日

本
で

働
く

外
国

人
労

働
者

受
入

数
の

増
加

で
あ

る
。

政
府

は
、

特
別

な
職

業
訓

練
を

受
け

て
い

な
い

「
単

純
労

働
者

」
の

受
け

入
れ

は
原

則
的

に
認

め
て

い
な

か
っ

た
が

、
20

18
年

の
「
Ｔ
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
」

に
お

い
て

「
従

来
の

専
門

的
・

技
術

的
分

野
に

お
け

る
外

国
人

材
に

限
定

せ
ず

、
一

定
の

専
門

性
・

技
能

を
有

し
即

戦
力

と
な

る
外

国
人

材
を

幅
広

く
受

け
入

れ
て

い
く

」
と

の
政

策
を

盛
り

込
み

、
外

国
人

労
働

者
を

増
や

す
方

針
を

打
ち

出
し

た
。

そ
し

て
、

出
入

国
管

理
法

を
改

正
し

、
新

た
な

在
留

資
格

で
あ

る
「

特
定

技
能

」
を

創
設

し
た

。

問
16

　
下

線
部
Ｐ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
　

20
歳

か
ら

44
歳

ま
で

の
女

性
の

年
齢

別
出

生
率

を
合

計
し

た
も

の
で

あ
り

、
１

人
の

女
性

が
そ

の
年

次
の

年
齢

別
出

生
率

で
一

生
の

間
に

生
む

と
し

た
と

き
の

子
供

数
に

相
当

す
る

。
ｂ

　
合

計
特

殊
出

生
率

が
1.0

で
あ

れ
ば

，
母

親
１

人
か

ら
子

ど
も

が
１

人
で

あ
る

の
で

，
世

代
の

人
口

が
ほ

ぼ
維

持
さ

れ
る

。
ｃ

　
日

本
の

合
計

特
殊

出
生

率
は

、
第

一
次

ベ
ビ

ー
ブ

ー
ム

期
に

は
4.0

を
超

え
て

い
た

。
ｄ

　
韓

国
の

20
20

年
の

合
計

特
殊

出
生

率
は

0.8
4
と

日
本

の
1.3

4
よ

り
も

遥
か

に
低

く
、

高
齢

化
率

（
総

人
口

に
占

め
る

65
歳

以
上

人
口

の
割

合
）

も
日

本
よ

り
高

い
。

問
17

　
空

欄
	

Q
	に

入
る

語
句

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
　

Z
世

代
ｂ

　
団

塊
の

世
代

ｃ
　

ミ
レ

ニ
ア

ル
世

代
ｄ

　
焼

け
跡

世
代
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2
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-
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t
0
2
-
ブ
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Ⅴ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
21

）
に

答
え

よ
。

　
人

類
は

過
去

何
度

か
世

界
的

な
感

染
症

の
大

流
行

を
経

験
し

て
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

よ
る

世
界

の
結

び
つ

き
の

深
ま

り
に

よ
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

CO
V
ID

-1
9）

の
世

界
経

済
へ

の
影

響
は

、
過

去
の

感
染

症
と

は
比

較
に

な
ら

な
い

ほ
ど

大
き

く
な

っ
て

い
る

。
　

最
も

有
効

な
感

染
症

対
策

は
人

の
移

動
の

制
限

で
あ

り
、

多
く

の
国

で
は

人
の

移
動

を
制

限
し

て
一

時
的

に
経

済
活

動
を

止
め

る
と

い
う

政
策

を
採

っ
た

。
日

本
で

も
緊

急
事

態
宣

言
発

出
等

に
よ

り
国

内
の

人
の

移
動

の
抑

制
を

図
る

と
と

も
に

、
海

外
か

ら
の

入
国

者
に

対
し

て
は

、
特

定
国

・
地

域
か

ら
の

入
国

制
限

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
検

査
証

明
取

得
、

入
国

後
一

定
期

間
の

待
機

、
誓

約
書

提
出

等
の

水
際

対
策

を
実

施
し

た
。

こ
の

結
果

と
し

て
20

20
年

の
日

本
へ

の
外

国
人

旅
行

者
数

は
前

年
比

87
.1％

減
の

41
1
万

59
00

人
と

な
っ

た
。

　
　

　
　

　
　【

参
考

　
訪

日
外

国
人

数
推

移
】

（
出

典
：

日
本

政
府

観
光

局
）　

　
　

　
　

　
　

問
21

　
近

年
の

訪
日

外
国

人
数

の
推

移
を

踏
ま

え
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
日

本
へ

の
外

国
人

旅
行

者
の

減
少

が
日

本
経

済
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
20

0
字

程
度

で
説

明
し

な
さ

い
。
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